
 

 お 知 ら せ  記者発表資料 平成２７年 １月２７日 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、鳥取県政記者会、 
島根県政記者会、岡山県政記者クラブ、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、 
山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ、三原新聞記者クラブ、 
尾道市記者クラブ、福山市政記者クラブ、府中市役所記者クラブ 

 

「山陰・山陽の交流促進に向けたフォーラム」を開催します！ 

～中国やまなみ街道（尾道松江線） 3 月 22 日（日）全線開通～ 

 中国地方では、既に開通している鳥取自動車道（姫路鳥取線）に加え、平成 27 年 3 月 22 日（日）

に中国やまなみ街道（尾道松江線）が全線開通することとなり、山陰・山陽を結ぶ高速道路を活用し

た交流・連携の強化、沿線地域の経済発展や観光振興、住民生活の向上などが期待されています。ま

た、国土交通省では、急速な人口減少と高齢化、巨大災害の切迫等の国土を取り巻く状況の変化を踏

まえた「国土のグランドデザイン 2050」を昨年 7月に発表。これに伴い、中国圏域でも関連する計画

や社会資本の整備方針の見直しを進めています。 

 本フォーラムでは、基調講演・話題提供を踏まえ「道路ネットワークを活用した中国地方の交流と

連携」をテーマに首長、経済団体、地域の活動団体の代表者の方々に、必要な取組とその進め方につ

いて意見を頂くものです。 

 
１．日時：平成２７年２月１１日（水・祝） １４：００～１７：３０（開場１３：３０） 

２．会場：尾道市民センターむかいしま文化ホール（尾道市向島町５５３１－１） 

３．内容： 

 ■基調講演 「ローカルこそ最先端 本物がのこる“中国地方”の魅力」 

        錦織 良成 氏 （映画監督、脚本家） 
 ■話題提供 「尾道松江線の供用効果等について」  

        佐藤 俊雄 氏（（公社）中国地方総合研究センター地域計画研究部長） 
         「雲南市の取り組みと尾道松江線への期待」 
          速水 雄一 氏（雲南市長） 
   ■パネルディスカッション 

         テーマ 「道路ネットワークを活用した中国地方の交流と連携」 

         参加予定者 鳥取市長  深澤 義彦 氏 、西粟倉村長 青木 秀樹 氏 

               尾道市長  平谷 祐宏 氏 
尾道松江線等沿線ネットワーク会議会長 平田 克明 氏 
中国経済連合会常務理事 松浦 靖男 氏 
中国地方整備局道路部長 野田 勝 

         コーディネーター 中国新聞社論説主幹 佐田尾 信作 氏 

 ４．その他  定員 400名、入場無料、要申込み、先着順 

        詳細は、別紙を参照下さい。 

 ※取材について ： 公開しますので、取材を希望される場合は当日受付に申し出下さい。 

 
【問い合わせ先】 
（担当）国土交通省 中国地方整備局 ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）（平日・昼間）） 
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【主催】国土交通省中国地方整備局
【共催】中国経済連合会、鳥取県、島根県、岡山県、
　　　 広島県、山口県、鳥取市、雲南市、西粟倉村、
　　　 尾道市
【後援】中国新聞社

お問合せ：中国地方整備局道路部地域道路課 　TEL082-511-6317
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尾道市民センターむかいしま文化ホール
広島県尾道市向島町 5531-1

※JR 尾道駅南口前、駅前渡船から向島（宮浜）行きフェリー経由、徒歩　計 10 分。
※無料駐車場もありますが、限りがありますので公共交通機関をご利用下さい。

鳥取市長      ：深澤 義彦 氏
西粟倉村長     ：青木 秀樹 氏
尾道市長     ：平谷 祐宏 氏
尾道松江線等沿線ネットワーク会議会長：平田 克明 氏
中国経済連合会常務理事   ：松浦 靖男 氏
中国地方整備局道路部長   ：野田　勝

「ローカルこそ最先端
　　本物がのこる“中国地方”の魅力」

■講 師　錦織 良成 氏 ( 映画監督、脚本家 )
にしこおり   よしなり

佐藤 俊雄 氏
1尾道松江線の供用効果等について

（公益社団法人中国地方総合研究センター　地域計画研究部長）

2雲南市の取り組みと尾道松江線への期待
速水 雄一 氏（雲南市長）

「道路ネットワークを活用した
　　　　　中国地方の交流と連携」
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錦織 良成 氏 ( 映画監督、脚本家 )
にしこおり  よしなり

開催主旨

講師プロフィール
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　中国地方では、既に開通している鳥取自動車道(姫路 鳥取線)に加え、平成27年3月22日（日）に中国やまなみ街道 (尾
道松江線 ) が全線開通することとなり、山陰・山陽を 結ぶ高速道路を活用した交流・連携の強化、沿 線地域の経済発
展や観光振興、住民生活の向上など が期待されています。
　また、国土交通省では急速な人口減少と高齢 化、巨大災害の切迫等の国土を取り巻く状況の変化を 踏まえた「国土
のグランドデザイン 2050」を昨
年 7 月に 発表。これに伴い、
中国圏域でも関連する計画や社
会 資本の整備方針の見直しを
進めています。
　本フォーラムでは、基調講演・
話題提供を踏まえ、 「道路ネット
ワークを活用した中国地方の交
流と連携」を テーマに首長、
経済団体、地域の活動団体の
代表者の 方々に、必要な取り
組みとその進め方についてご意
見 をいただくものです。

　1962 年 島根県出雲市 ( 旧平田市 ) 出身。作品に島根県を
舞台にした 「RAILWAYS-49 歳で電車の運転士になった男の
物語 -」、「うん、何 ?」等があ る。隠岐の古典相撲を題材に
した「渾身」は第 36 回モントリオール世界映画祭 正式招
待作品として上映された。 
　原作物の映画化が多い中、オリジナルの企画、脚本に拘
る数少ない映画監督 の一人。何気ない日常をとらえる描写
力と柔らかな映像センスに定評がある。 現在中国地方で盛ん
であったたたら製鉄と日本刀を題材にした最新作 / 時代 劇

「たたら侍」を撮影中 (2016 年公開予定 )

<申込み先>中国地方整備局道路部地域道路課 行き

メールアドレス　chiikidouro@cgr.mlit.go.jp
FAX 082-511-6319
申込み締め切り : 平成 27年 2月4日 ( 水 )

※要申込み　 ※定員に達した場合は、お断りさせていただく場合があります。
※応募者の個人情報は、本フォーラムの運営にのみ使用します。

参加申込み（FAX 又はメールでご送付下さい）

お　名　前 勤　務　先
ふ　り　が　な

〒

※記入が無くても構いません

ご　住　所

電話番号 参加人数 名
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平成27年３月22日開通予定


